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飯山市教育委員会

教育長 浦 野 昌 夫

岡峰遺跡は、昭和50年 、51年 の2回 にわた り発掘

調査が なされて いますが 、今 回、市の土地 開発公社

が計画 した住宅団地造成 に ともない発掘調査 が実施

されま した。飯 山市は、昭和62年 度 よ りこうした開

発 に伴 う埋蔵文化財 の発掘調査が急増 してお り、開

発 と文化財保護の調和が重要 な課題 となってお りま

す 。

市教育委員会では こうした課題について、記録保

存 としての発掘調査は もちろん、 よ り多 くの市民 の

皆様 に埋蔵文化財 保護の理解 を得 るため、発掘展や

現地学 習会等 を実施 してお ります。

今 回の岡峰遺跡の発掘調査 では、調査 団長 として

高橋桂先生 に指導 をいただき、 さらに多 くの地 元の

皆 さんの御協力 を得 まして実施す ることがで きま し

た。調査 では平安 時代 の集落跡 を中心 とした遺構 ・

遺物 が出土 し、約千年 前の祖先の足跡 をた どるこ と

がで きました。

本報告書が広 く市民の皆様に読 まれ、私達祖先 の

生活 を偲ぶ とともに地域 の将来 を考 える資料 として

活用 されるこ とを念願 いた します。

平成2年3月



例 言

1本 書 は、長野県飯 山市大字常郷字 岡峰85番 地におけ る岡峰遺跡 の発掘調査報告書 である。

2調 査 は、飯 山市土地 開発 公社が計画 した住宅団地造成 に伴 うもので、同公社 の依頼 を受け平成元年

9月5日 か ら同10月31日 まで発掘調査 を実施 した。

3発 掘調査は飯山市教育委員会が主体 とな り、平 成元年度 の単年度事 業 として実施 した もの である。

調査体制は1(7ペ ージ)に 掲載 した。

4発 掘調査お よび整理作業参加者 は以下の とお りであ る。

団 長 高 橋 桂

担 当 望 月 静 雄

○綿 田茂実 ・○小 川 ちか子 ・丸 山澄子 ・柳 まき ・稲垣 みね ・武 田利江 ・山崎満枝 ・町井 まつ ・出沢

利雄 ・小林元造 ・出沢吉重 ・出沢重忠 ・鈴 木清五郎 ・阿藤光友 ・小林勇 ・望 月てる ・小林 み さを ・

川谷せ ん ・○坂本房 江 ・小 川はる江 ・上原みつ枝 ・樋 山巌 ・○青 木正子 ・丸 山英徳 ・○高橋 ひ とみ

・村上花子 ・○大 口千鶴子(○ 印 発掘 ・整理作業)

5本 書 の作成 は高橋団長 と協議iのうえ望 月が とりまとめ た。執筆分担は1～III望 月、IV高 橋 である。

6発 掘調査か ら整理作 業において下記の諸氏 ・機 関か ら御協力 をいただいた。記 して感謝 申 し上 げま

す。(順 不 同 ・敬称略)

川谷正 則 ・常盤井智正 ・県文化課 ・飯 山市土地 開発公社 ・飯 山市公民館太 田分館 ・飯 山市勤労者青

少年 ホー ム
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1 岡峰遺跡の調査 と歴史

1遺 跡の発見 と過去の調査

岡峰遺跡 の発見

岡峰遺跡の存在 は、昭和50年 に勤労青少年 ホーム建設に よって明 らか になった。当時市教育委員会 の小

林忠一教育長 は 、 「飯 山市 岡峰地籍に、青少年 ホームが今年建 設され た。 この建 設に当たって昨年7月16

日か ら取 付道路の工事 を開始 した ところ、土器 の破片や住 居跡が発見 され た。飯 山市教育委員会 は、文化

財保護の立場 か ら市長部局 、また、勤労青少年 ホーム主管課の商工観光課 と協議 し、建設敷地の 緊急発掘

調査 をす ることを計画 したdと 記 し、 また、小林幹男氏は、「岡峰遺跡の発掘の端緒 は、飯 山照丘高校教諭

児玉卓文 氏が、 たまたま当該地籍の工事計画 を知 り、工事予定地 内の分布調査 を行 なって、若干の土師器

片を採集 した ことによるdと それぞれ発掘調査報告書 の中(小 林幹男編1976)で 記 してい る。 それ以前

の分布調査等 では、小林幹男氏は 「『信濃史料 』や 『全 国遺跡地図 』には もちろん 、 『太田村 史 』あるい

は最近の刊行 になる 『飯 山の歴史 と自然』 ・『飯山の文化財 』、そして 『太田の歴史 』に も全 く記載 され

ていないd(小 林 前掲)と 述べ てい るよ うに、市内主要遺跡の約20か 所程度取 り上 げた 「飯 山の歴 史 と

と自然」や 「飯 山の文化財」等々は別 として も、昭和20年 代 に行なった 「信濃史料」 の分布調査時 点では

確認 されていなか った。 ただ し、昭和14年 北条耕作 氏が 「戸狩 岡峰地方 モ確 カニ遺跡地 ナ リト考 フルモ人

家接続 シテ探 ルニ不便ナル為 メ或ハ想像 ヲ誤ルヤモワカラズ、然 シ真宗寺続 キ線上地形上 ヨリ推 シテ分布

上二属ス ト云フモ可ナ リカ」(北条1939)と 記 してお り、す でに この頃よ り注意 されていた場所 であった。

なお、昭和45年 か ら開始 された飯 山北高等学校他 の分布調査 でも岡峰地籍 においては明確 な遺物 を採集す

るこ とがで きず、遺跡 と確認す るには至 らなか った。まさに工事 によって、認知 された遺跡 といえよう。

岡峰遺跡は、現在飯 山市No40(旧B-30)(飯 山市教委1986)、 長野県史番号56(県 史刊行会1981)

として登録 されている。

図1岡 峰 遺 跡 の調 査(1:2,000)
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図2岡 峰 遺 跡 の範 囲(1:10,000)
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図3第1次 調査出土遺構(小 林幹男編1976よ り作成)

図4第2次 調査 出土遺構(児 玉 卓文編1977よ り編集)
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図5第1次 調査出土遺物(小 林幹男編1976)

図6第2次 調査 出土遺物(児 玉卓文編1977)
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第1次 発掘調査

昭和50年 、発見の端 緒 ともなった前記工事 に ともない、7月20日 ・25日～8月3日 までの11日 間発掘調

査が行 なわれた。調査 は、市教育委員会か ら委託 を受 けた岡峰遺跡発掘調査団(団 長 小林幹男氏)が 実

施 した(小 林編1976)。976m2の 発掘調査 によって、縄文時代前期 竪穴住居趾3軒 、弥生時代 中期 竪穴

住居趾48軒 、平安 時代竪 穴住居趾3軒 、土 拡2基 を検 出 している(図3)oと くに弥生時代住居は900m・ の

範囲内に48軒 が複雑 に切 りあい密集 して検 出されてお り、土器型式か らも比較 的短期間 であ ったに もかか

わ らず 、何軒 も切 りあってい るのは頻繁に建 て替えた結果 と予測 し 、 「1時 期5～6年 を出ない単位 で、

住居 の改築が行なわれたこ とになる。 岡峰の住居跡 は、柱穴 を深 くし、床 面積 を小 さ くして豪雪 に耐 え ら

れるよ うに設計 されていたが 、 自然の猛威の前には、たちまち破壊 され、移築せ ざるをえなか った と思 わ

れるd(小 林 前掲)と 述べ ている。 また、当該時期(中 期)の 住居形態がすべて方形ない し長方形 で、

市 内他の遺跡で発見 され る一般的な形態の周溝 を もつ円形住居 が発見 され なか った ことも、特異 なこ とと

いえよ っ。なお、ほ とんどの住居趾 よ り炉 の焼土が発見 されなかったが、 この ことにつ いて も 「恐 ら く住

居跡の使用期 間が短 くて 、焼土層の堆積 が少 なか った こと、融雪 の水分が 多 くて焼土 を溶か して しまった

こ となどの理 由が考 えられ るd(小 林 前掲)と 述べ ている。

第2次 調査

昭和51年 、飯 山市土地 開発公社 が勤労青少年 ホームの西側に住宅造 成 を計画 し、10月17日 か ら11月14日

まで8日 間調査が行 なわれた。第1次 調査 と同様 に岡峰遺跡発掘調査 団(団 長 小林幹 男氏)が 実施 した

(児玉 編1977)。 約400m2の 調査 によって、3基 の竪穴遺構 等 とともに縄文前期 ・弥生 中期 ・平安 時代

の遺物 が出土 してい る。児玉卓文氏は、落 ち込 み等の遺構は他 に も多 く認め られているが、前記竪穴遺構

をふ くめ 、明確に竪 穴住居趾 とす るには 「焼土 のないこ と、柱穴が確 たる規模 ・構造 をもたない ことな ど

/Jaら、逡巡 を覚 えざる を得 ない」(児玉 前掲)と されている。 また、第1次 調査結果について も言及 し、

竪 穴住居 におけ る焼土 の融解現象や床 面の軟弱 さなどに疑 問 を呈 してい る。

以上 の2回 にわたる調査で、岡峰遺跡 は弥生時代 中期 を中心 とした遺跡 であること、平安時代の住居 も

発見 されてい ること、縄文前期 の包含層 も一部に残 っているこ とが判 明 した。 さらには、地形 ・地質の 複

雑 さか ら、 自然的なのか人為 的遺構 なのか容易に判 断できない ことを指摘 された。 と くに2次 調査 におい

て、1次 調査 結果 について密 に切 りあった遺構につ いて敢 えて再検討 を行 った点は、実証主義 の考古学 的

調査においての基本理念 として高 く評価 されなければな らない。実際 に今 回の調査 によって、旧谷状地が

あった り微高地が存在 した り、一見平坦地であるよ うにみえるが 、調査に よって きわめて複雑 で 自然的 な

堆積 が人為 的遺構 と誤認 しやす く、 その逆 もあ りうることが再確認 された。

2調 査に至る経過

新たな住宅団地造成

平成元年7月13日 、市土地開発公社理事長小野沢静夫飯山市長 より、埋蔵文化財発掘通知の提出があっ

た。これについて、同7月18日 土地開発公社服部局長、市文化財保護審議会委員 ・遺跡調査団長高橋桂氏

・教育委員会渡辺社会教育係長 ・同係望月で現地視察および協議 を行 う
。公社側では今年度中に造成を行

いたい意向であ り、発掘調査 を至急実施してほしい旨の依頼があった。これに対 して市教委並びに高橋氏

は、現在続行中の上野 ・大倉崎遺跡の大規模調査が11月 までかかること、これから予定されている公社依
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頼の小泉遺跡の発掘調査 があ り、 日程的に厳 しい との話が ある。公社側は小泉の工事 は、用地 買収 がはか

どっていないため、次年度 に して も良い との回答があ り、急遽9月 か らに予 定 していた小泉遺 跡発掘調査

を中止す るこ ととし、岡峰遺跡 を調査予定に入れ ることとした。

8月3日 、県文 化課 児玉指導主事 の来飯 を仰 ぎ、改め て現地協議iを実施 した。工事面積 は約4,000m～ で、

発掘面積は2,000m・ とす るこ ととし、前述の とお り小 泉遺跡のかわ りに岡峰遺跡 を今年度中に実施 す るこ

ととした。 なお、同 日付で埋蔵文化財 発掘通知(98条2)を 提出 した。

8月11日 付で県教育委 員会教育長 よ り、 「飯山市岡峰遺跡の保護 について 」の通知があった。事 前に発

掘調査 を実施 して記録保 存 を計 る、経費は事 業主体者 が負担す る、委 託先は飯 山市教育委員会 とす る、 と

い う内容 であ り計画書 ・予算書が示 され た。

上野 ・大倉崎遺跡発掘調査 は上野遺跡の終盤にかかってお り、加 えて遺構密度が高 く市内遺 跡調査 団の

全員が担 当 していた。 また、小泉へ参加 予定の作業貝大半 も従事 していたために、岡峰遺跡 の調査 に当た

っては新 たに募集す る必要 が生 じた。 岡峰遺跡は常盤地 区お よび太田地 区に またが ってお り、今 回の調査

予定地 区は太 田地 区に入 っていた。 その ため太 田地区公民館(太 田分館 市 ノ瀬分館長)に 依頼 し、作業

員の募集 を行 った。8月15日 付 の分館報 『太 田』第53号 に 「地区の文化財 を学 習 しましょう 遺跡発掘調

査 ・参加者募集」 と題 して広 く呼 び掛け を行 った。 また、よ り多 くの方の協 力 を得 るために江村大深区長 、

市 ノ瀬分館長 、清水 ・上村両市議会議員 の各氏 を調査会委員に委嘱 し、調査会 を設立 した。調査 の実際 に

ついては、高橋桂氏 を調査団長 とし、望 月が担当 として専従す るこ ととなった。

準備 は、8月21日 か ら開始 し沈 。 同29日 には重機 に より表土除去 を行 い、同31日 には調査会 を市役所 で

開催 し、調査 開始 を9月5日 とす るこ となど 日程 案が了承 され た。

写真1調 査参加者(川 谷正 則氏撮影)
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望 月 静 雄 飯山市教育委員会社会教育係

樋 山 二二子

飯 山市遺跡調査 団

高 橋 桂 飯山南高教諭

望 月 静 雄

常盤井智行 ・田村況城 ・高沢秀徳 国道117号線関係遺跡へ)

(例言に掲載)
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II岡 峰遺跡の地理 と環境

1遺 跡をとりまく環境

遺 跡の位 置

岡峰遺跡 は、長野県飯 山市大字常郷 字岡峰125番 地 ほかに所在す る。行政 区画では大字照里 字黒井地籍

にもまたがって存在 している。JR飯 山線戸狩野沢温 泉駅 の西側丘陵上に所存す る遺跡で ある。

千曲川の最:下流にある飯 山盆地 は、南北 に16km、 東西6kmの 紡錘形 を呈 し、盆地底 の標高 は300～320m

を計 る。盆地 のほぼ 中央 を流れ る千 曲川によって東西に二分 されるが 、この うち西側 ぱ、飯 山市街地北側

よ り飯山市常盤戸狩地 区までの、長 さ約7kmの 長峰丘陵に よってさ らに東西に二分 される。 その東側 は千

曲川の一大沖積地 で常盤平 と呼称 されている。一方、西側 は広井川の肥沃 な低 湿地 で、外様平 と呼称 され

る。千 曲川は飯 山盆地 を過 ぎると、東西 の信越 を分かつ 関田山脈、上信 を分 かつ三 国山脈の傍系連 山に よ

ってせ ばめ られ 、通称 『市川谷』 と呼ばれ るその間 を下刻 曲流 しつつ新 潟県 へ 抜け る。ただ し、千曲川の

流れ る約200m上 位には広大な高位河岸段丘面が存在す る。

岡峰遺跡 は、千曲川が市川谷 に入る直前の左岸 にあ り、長峰丘陵 とは広井 川によって分 断 された一連 の

丘陵 と考 え られ る残丘上 に位置す る。 また、東の千 曲川河岸には真宗寺 の丘陵 、北東の大 明神 丘陵な どと

共に同一成 因に よる丘陵 と思 われ 、それ ぞれ 日光 川、蟹沢川な どに よって分断 された もの と考 え られてい

る。岡峰丘陵は 、長峰丘陵 と同様 に東側が急斜 で、西側 に緩 くなっている。 これは千 曲川による侵 食 と思

われ、北側 も 日光川の侵 食 を受け え ぐられてい る箇所が存在 す る。西側 は丘陵直下 に河川が流れ ているが

これは寛文6年 に飯 山城主松平忠倶 の時、野 田喜左衛 門によって完成 した平用水であ り、それ以前は、緩

傾斜 で外様平北部に接 していた もの と推定 される。

丘陵上には、第1次 調査 の原 因 となった飯 山市勤労青 少年 ホームが建 ち、南側 には浄土真宗 の順慶寺 が

ある。 また、西側斜 面には住宅が建 設 され、今 回の住宅 団地造成 によって さらに大 き く変化 しようとして

いる。

2周 辺遺跡

意外 と多い原始 ・古代 の遺跡

岡峰遺跡 の位置す る常盤 ・太田地 区は、従 来か らい くつかの遺跡 が知 られて きているが、それは長 峰丘

陵上 の諸遺跡や大倉崎 ・上 野丘陵 、真宗寺 の丘陵など特定地域 であって、 多 くの地域で遺物 の出土が知 ら

れなが ら遺跡 の範囲が明確 でないのが現状であった。 これは圃場整備事業 が市内の他地区 より早 く、水 田

地帯 がほ とんど調査 されなか ったこ と、一方 で山地 などは開発 されず良好に保存 されていたため発見 され

に くか ったこ との両方に起 因して いる。 しか し、過 去の文献や分布調査 を通 してみ るとむ しろ他地 区よ り

多い傾 向が伺 える(図7)。 本稿では比較 的多い弥生時代 の遺跡立地について触れ ることとす る。

岡峰遺跡周辺の地 理につ いては、前項で触れてい るが、大 きな特徴 として東側は大 河千曲川に よって画

され ているこ と、長 峰丘陵 の北端周縁部 であるこ と、西側 に広井川の肥沃 な低湿地外様平の北部が広が る

こ と、北側 は盆地端部 にあた り徐 々に標高 を増 してい くこ と、そ して最後 に長峰丘陵 と盆地端 部の間に微

高地が存在 し、広井 川 ・日光川 ・今井川によ りそれぞれ開析 されているこ と、以上が本地域 に立地 した遺

跡の環境 であ る。い まこの地域 の遺跡立地 をブロ ックで分ければ、広井川以南の長峰丘陵上 の遺跡群(1
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図7岡 峰遺跡の位置 と周辺遺跡分布 図(1:10,000)
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～3) 、 日光 川周辺 の遺跡群(4～8)、 今井川周辺 の遺跡群(9～13)の3群 に分 け られ る。

長峰丘陵上の遺跡

長峰丘陵上 の遺跡 は、照里小学校(1)・ 光明寺 前(2)・ 照丘(3)が あ る。なお 、これ らの遺跡は、

建物建設や 道路工事 にさい して部分的に調査がな されたのみであ って、厳密 に1遺 跡 として区分 されてい

る訳ではない。 したが って、一時期1～3ま で同一遺跡 の場合 もあ ろうし、1遺 跡の半分 が他 の遺跡 と同

一 になる場合 もでて来よ う。現時点では各遺跡が明確 となっていない以上 、いたず らに分離 ・併合 す るこ

とはかえ って混乱 の元になるの で、 それ ぞれ発見の経緯 を尊重 し、将 来の課題 としてお きたい と思 う。

掲載地図では分か らないが、南へ さらに5km断 続的に遺跡の分布 があ り、弥生時代の大遺跡 として注 目

され てい る小泉遺跡群 も約10万 平方米の範囲 を有 して存在 してい る(飯 山市教委1989)。 これ ら一連 の遺

跡 は一部 旧石器 時代 の遺跡 を除けばすべ て弥生 ・古墳時代であ り、長 峰丘陵が生活の舞台 となったのは、

外様平に生産 の場 を求め た弥生時代に なってか らと考 え られ る。 また、常盤平側 に面 した部分 には狭小 な

河岸段丘が認め られ る。 この面 にも排水路工事 な どで土師器片が出土 してお り、弥生時代以降部分 的に居

住 し、常盤平の一部 が生産 の場 として開拓 されていったこ とが伺 える。

日光川流域 の遺跡

飯 山平の北端 を形 成す る平地 である。徐々に南に傾斜 してい るが、岡峰遺跡(4)の 西側が広井川 の形

成 した低湿地で、集 落ののる微高地 の北側 が今井川の扇状地 である。 この流域 には岡峰遺跡のほか 、真宗

寺裏(5)、 中山(6)、 大深(7)、 五 庁(8)が ある。 いずれ も微高地上 に立地す る。 この うち真宗寺

裏遺跡のみ弥生時代 を欠如 してお り、また、蟹 沢川流域 とい うよ りも千 曲川 に面す る独立 した遺跡 である。

なお、すでに圃場整備事業によって 多 くが破壊 されて しまったが 、 日光 川の扇状地上 の水 田よ り弥生時代

の遺物が 多 く発見 された とのこ とであ り、太田地 区にある緑の村管理セ ンター にも該期土器 ・石 器が展示

されている。

今井川流域の遺跡

もっ とも遺跡の分布 が不 明確 な地域であ る。五庁東(9)と 割 山(10)は それぞれ川に面 した段 丘上 に

存在 して いる。低 湿地 も広が り、初期 水稲耕作 を営む には適 した場所 であった ろう。 なお、10は 中世今井

館跡 で、11・12の 千 駄坊南 ・千駄坊は、縄文 時代 の遺跡である。

本稿 で弥生時代 について特 に触れ たのは、 この地域が現在確認 され ている長 野県最北の弥生 時代遺跡集

中地帯 であるか らであ る。 これ よ り北に該期遺跡が認め られないのは、千曲川峡 谷地帯で一定 の水稲耕作

を営む に足 りる平坦 な低地 を持 たないこと、豪雪地帯であ り初期水稲耕 作に適 さなか ったこ と等 が考 え ら

れている(高 橋1977)。

それであ りなが ら、 この地域 にいち早 く弥生時代 中期 か ら痕跡が認め られ るのは、本地域 までは水系や

低湿地の存在が水稲耕作 に適 した環境であ り、 さらに新 しい生産技術 を受け入れる素地 があったか らと考

え られる。
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III 調査の成果

1調 査の方法 と経過

調査方法

開発区域 は、戸狩駅付近 までの1万 平方米以上 に及ぶ ものであ るが、青 少年 ホーム以東 は 日光 川の氾 濫

源 及び低湿地であ り土盛 り工事 を実施す ることとなっている。大 き く削土 される部分は主要地方道上 越 ・

飯 山線 よ り約50m導 入 された引込線道路の南側 であ り、第2次 調査地 点に挾 まれ た約3,000m2で あ る。 ま

た、新 設道 路 北側 は農地 として 開発区域内には入 らないが 、道路建 設に よって大 き く段差 がつ くことか

ら、地権者 との協議 で斜 面に削平す るこ とになっていた。 その ため この部分 が約1,000m2で 、計4,000m2

が調査対象 となった。

1次 調査 の結果では、今 回の調査地 区は遺跡範囲の北端 よ りさ らに北の外れた地区 と推定 されていた。

実際の表 面踏査 で もほ とん ど採集 で きなか った。そのため 、遺跡の範囲 を確 かめ るこ と、土質 の複雑 な地

域であ りこれ ら遺構の存在 を明確 にす るこ とを 目的 として調査 に取 りかか るこ ととした。

調査区画は、土地開発公社作 成の500分 の1の 地形図 をもとに、コンク リー ト製境杭 を基準 とし トラ ン

シ ッ トで磁北 にY軸 、東西にX軸 を設定 した。基本 となった境杭 はA-1東 南杭 である。 グ リッ トは5m

方眼 とし、座標 の第3象 限 を使用 してX軸 を1～ 、Y軸 をA～ とした。表土はバ ックホーで除去 した。耕

作土 は道路北側 の新 たな耕作地へ 入れ るため 、南側 か ら順 次除去 していった。なお、E・F・G-6・7

・8・9付 近 は頂部 であ り、すでに削平 された痕跡が認め られたために一部残土置場 とした。

図8岡 峰 遺 跡 グ リ ッ ト設 計 図)1:1,000)
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調査の経過

月 日 曜 日

、

主 な 作 業 特 記 事 項 そ の 他

9月

5 火
C～1-2～6区 精 査D・E-3

・4区 よ り住 居趾 確 認(H1住)

地形複雑 調査開始式

67 水 雨天中止7日 一時作業

8 木 B～D-10ま で精査H2住 確認

11・12

月

火

H～1・3～5区 調 査

・H-5焼 土 出土

H1住 土器 片多い かわら版岡峰1号 発

行

13 水 J-5ピ ッ ト着 手F-4掘 り下 げ J-4区 完形杯 出土

14 木 午後作業D-2土 器出土遺構予想 かわら版2号 発行

18 月 H1・2住 遺物分布 図着手 午後雨 土器洗浄

20 水 B～D-2・3調 査 丘 頂 調 査 午前雨 中止

21 木
H1住10分 の1微 細 図完 了1・J

-5区 平板測量(H7住)

かわら版3号 発行

夕刻 懇親会

22 金
雨の なか作業

H1住 レベ リング完 了

戸狩小3年 見学 同

歴史クラブ作業援:助

25 月
H・1-5・6遺 物 取 り上 げ H1住 さらに遺物出

土

26 火

H1住 最終遺物取 り上 げ ・平面 図完

了 セ クシ ョン実測C-2区 焼土

セ クション

B-6付 近 溝検 出 市ノ瀬調査委員視察

かわら版4号 発行

27 水
H1住 セ クシ ョン取 り外 し 溝調査

1-5(H7住 平板測量)

28 木 溝の拡が りを追 う
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写真2 調査開始式

写真3調 査区作業風景(南 側)
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29 金
溝調査続行 黒色土 で確認 困難H

-7住 カマ ドセ クシ ョン実測

10月

2 月 B・C-7溝 調 査 かわら版5号 発行

3 火
溝(B-4・5、D-2)調 査B

・C-7～10区 続 行

午後3時 より雨のた

め土器洗浄作業

4 水
B-3・4完 掘 溝の調査続行 瑞穂分館服部主事来

跡

5 木
B-8付 近で縄文土器 片出土B-

4～6溝 平板測量

6 金

9 月 B・C-7～10溝 平 面 図実 測 かわら版6号 発行

12 木 2号 掘立平面図測量

13 金
B・C-9～12溝 を中心 に全体 図

実測

16 月 B・C-9～12全 体 図 実測

17 火
天気不順 北半の調査続行

午後学習会および土器洗浄作業

かわら版7号 発行

現地見学会

18 水 久し振 りの好天気

19 木 7ラ イン以北全体測量

20 金

23 月
C-14～18調 査 部分的に谷状地

黒色 あ りが深 い

E-15土 壊墓検 出 かわら版8号 発行

24 火 土墳墓掘り下げ

ii
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写真4調 査区作業風景(北 側)

写真5谷 状地土層堆積状況

H1住 西側 谷頭地。平安 時代 の遺物は上 層のみか ら出土 してお り、該期 にはすでに

埋 没している事実が認め られ た。
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25

「

水
E一 区北へ 急斜 とな るC-18ま で

精査 土拡墓平 面図実測F-14

一

26 木 土拡墓 周辺精査E-14～17調 査

一

27 金 北半平板測量H4住 カマ ド実測 かわら版9号 発行

30 月 F-13出 土H3住 調査 溝調査

31 火 F-13出 土H3住 調査 溝調査 完了 調査終了

一

かわ ら版10号 発行

一一

以上 、調 査 日数 約30日 で3000m2を 調 査 した。

写真6調 査区北半作業風景

白っぽ く見える部分 は地 山の黄褐 色土層。黒 く見える部分は 、黒色土の厚 い箇所 で、

特に溝の検 出には確認 に困難であ った。
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2遺 構

今 回の調査 によって検 出 された遺構は 、竪穴式住居:吐8軒 、掘建柱建 物趾2軒 、土拡2基(内 土拡墓1

基)、 溝7本 、 ピッ トである。 出土遺物か らすべ て平安時代 の所産 と考 えられ る。

調査 区内のほぼ中央に丘頂部が あ り、この部分 は耕作土直下が青 色乃至 白乳色粘土質層 であ り、すでに

削平 されている と考 えられた。住居趾 は この丘頂部 の南北 に位置 し、東側 に長 く溝が走 ってい る。以下に

各遺構別 に説明す ることとす る。

竪穴住居趾

H1号 住居趾(図15・ 写真7・8)

C・D-3・4区 に位 置す る。黄褐 色土層 を掘 り込 んで構築 されている。一辺230cmの ほぼ方形 プラ ン

を呈す る。床面は堅致であるが 、凹 凸があ り平坦 ではない。 カマ ドははっ き りしない ものの東南 コー ナー

際に土器 など とともに焼土層が あ り、付近 に大型 の焼石 なども存在す る ところか ら、石組 カマ ドが破壊 さ

れた もの と考 えられ る。柱 穴は壁お よび床 面上 に掘 り込 まれてい る。遺物 は東南の部分 に集 中 して出土 し

てい る。黒色土器杯、甕 な どが あ り、平安 時代 に位置づけ られ る。

H2号 住居趾(図16・ 写真9・10)

G-5区 を中心 として検 出され る。丘陵頂部 に近 いため削平 されてお り、東北 コ.___.ナー を中心 とした一一

部のみの検 出に終 っている。焼土 は東壁際の ピッ ト周囲 よ り検 出され ているが、特別 な施設があっ た痕 跡

は認め られなか った。柱穴 は多数 あるがすべ て本住居 に付属す るもの とは考 えられない。 なお、床 面は東

北 コーナー を除き削平 されているため、残っていない。

遺物 は、須 恵器破片が若干 出土 した。

H3号 住居趾(図17・ 写真11・12)

F-13・14区 に位 置 し、溝7に 切 られ る。300×250cmの 不整長方形プ ランを呈す。黄褐 色土層 に掘 り込

まれているが西壁は明確 でない。 カマ ドは東北 コーナー よ りの東壁に構築 されているが、わずか に石組が

残 る程度 で破壊 されていた。柱穴は4本 検 出され、P3は やや カマ ドに近 いが主柱穴 と考 え られる。

遺物 は、カマ ド付近 を中心 として出土 している。

H4号 住居趾(図18・ 写真13・14)

G-14・15区 に位 置す る。溝に囲 まれ るよ うに存在 し、北側は溝 と接 している。西側が調査出来ない地

区であったため、約半分 の検出で終 っている。規模 は320cmを 長辺 とす る長方形プ ラン と推定 され、黄褐

色土層 に しっか りと掘 り込 まれ る。カマ ドは、東北 コーナーに構築 され、1・3号 住居 とは相違している。

柱穴 は7本 検出 されたが主柱穴 と考 え られ るのは だけである。なお、P5とP6は 柱 穴 とい うよ りも、住居

内貯蔵穴的 なもの と判断 され る。床 面は しっか りしてお り、部分 的に貼床 も認め られる。なお、焼土が2

か所床面上に検 出 されている。

遺物は、 カマ ド内 ・床上 よ り土 師器片が 多 く出土 してい る。

H5・6号 趾(図19・ 写真15)

H4号 住居趾 の南側 に位 置す る。西側は耕 作のため調査 不可能地 であ ったため、一部の検 出に留 まって

いる。切 りあい関係 は、H6号 住居趾 をH5号 住居趾 が切 って構築 してお り、H5号 住居趾が新 しい。 さ

らにSK5がH5号 住居趾 を切 っている ところか ら、H6号 住居趾→H5号 住居趾→SK5と 新 旧過程 を

指摘 できる。H5号 住居趾 は一辺が330cmの 隅丸長方形プ ラン と思われ る。南側に焼土が認め られ、 カマ

ドの可能性 もあるが 、調査地 区外 に延びていたため明確に し得 なか った。床面 は、 しっか りと黄褐 色土層

に掘 り込 まれてほぼ平坦 に されている。壁 もほぼ垂直に掘 り込 まれ、掘 り込み面は明確で ある。
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図9主 要 遺 構 と微 地 形(1:1,000)
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図10遺 構 全 体 図(1:500)
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図11遺;構 分 布 図 一1一(1:60)
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図12遺 構 分 布 図 一2一(1:60)
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図13遺 構 分 布 図 一3一(1:60)
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図14遺 構 分 布 図 一4一(1:60)
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遺物は、H5号 住居趾 よ り土師器片が多 く出土 した。

H7号 住居趾(図20・ 写真16・17)

1-5区 で出土 したカマ ドと貼床が認め られた部分 であ り、プ ランははっ き りしていないが住居玩 と考

えた ものであ る。 トレンチャー によ り破壊 されている部分 もあ るが、カマ ドか ら貼 り床部分 にかけ て土師

器杯が 多 く出土 した。貼床 は焼土 を多量に含む固い褐色土 で、厚 さは約2cmで あった。本地域 は黒色土層

が厚 く堆積 してい る箇所 であ り、住居は黒色土に掘 り込 まれて構築 されてい る。

H8号 住 居趾(図21・ 写真18)

D-18区 で出土 している。 カマ ドのみのため住居 としてよいのか躊躇 す る。遺物 もカマ ド内のみのため、

単独施設か もしれない。カマ ド内には焼土が認め られた。

土 砿

土拡 は1～5ま でナ ンバ ー リン グしたが、明確 に遺構 と断定で きるのは1と5の みであ る。

SK1(土 拡墓)(図22・ 写真19・20)

E-15区 に存在す る。長 さ190cm、 幅80cmの 隅丸長方形 プランを呈 し、確 認面か らの深 さは15～20cmを

計 る。絋底 は、斜面の高い南側 が深 く掘 り込 まれ る。遺物 は長軸の北側 部分 に、土師器杯 形土器 が3点(内

中央の土器 は黒色土器)が 口縁端 がやや重 なるように正位 の状態で並 置 されてお り、底面 より5cm浮 いた

状態で出土 している。

砿内は西側部分 に挙大ほ どの礫 がやや ま とまって出土 している。ただ し、その出土状態は意識 的に設置

した とは考 えられない。

遺構の南側 には配石の よ うに数 点の礫が認め られた。本土拡墓 と関係 す るものか もしれない。

SK5(図24・ 写真21)

H5・6号 住居趾 を切 って構築 され,ている。100×115cmの 楕円形プ ランを呈 し、深 さは約40cmを 計 る。

砿 内には、人頭大 の石が計13点 入 ってい る。土器な どの遺物の 出土はなかった。

掘 立柱 建 物趾

1号 掘 立 柱建 物 趾(図25)

D-8区 に 位 置 し、溝1を 切 って 構築 され て い る。2間 ×2間 の 規模 で 、柱 間 寸 法 は桁 行 が 約3.8エn、

梁 行 が2.9～3.1mで あ る。 中間 寸 法 は そ れ ぞれ1.9～2.1m、1.4～1.7mで あ る,

2号 掘 立 柱建 物 趾(図25・ 写 真22)

C-11・12区 に 位 置す る。2間 ×2間 の規 模 で、柱 間寸 法 は桁 行 が約3.5m、 梁 行 が3.Omで あ る。 中間

寸 法 は それ ぞれ1.5～1.8m、1.4～1.5mで あ る。1・2号 と もや や 不揃 い で あ る。

溝(図12～14・ 写真23～25)

溝趾 は、調査区の東側 および北西側において検 出されている。 この うち東側 で検 出され た=溝は1～6ま

での6本 である。 これ らの新 旧関係は溝1が 溝2に よって切 られてい ることが判明 しているが、他 はセ ク

ションでは判断 出来なか った。溝1は 全長45m検 出され、溝3が 別 れ溝6に 接続す る。 この同時性 につい

ては不 明である。溝2は 溝4と 接続 し、溝5と なる。溝5・6の 切 りあい も不明である。西北側 の溝7は

H3住 をきる。傾 斜は、溝1～6は 南側 深度 を増 してお り、1の 最 大の深 さはD-2区 で約100cmを 計 る。

他 は10cm～25cmで ある。

遺物 は、ほ とんど出土 しなか ったが、平安時代 と推測される。
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図15H1号 住 居 趾(1:60.)

写真7H1住 遺構

写真8H1住 遺物出土状況
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図16H2号 住 居 趾(1:60)

写真9H2住 遺構 写真10H2住 調査状滉
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写真11H3住 遺構

写真12H3住 遺物出土状況

図17H3号 住 居趾(1:60)
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写真13H4住 カマ ド

図18H4号 住 居趾(1:60)

写 真14H4住 遺 構
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図19H5・6号 住居 趾(1:60)

写 真15H5・6住 遺 構 耕 作 の ため一 部 のみ の 検 出 に と どま った 。
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図20H7号 住 居 趾(1:60)

写真16H7住 写真17H7住 カマ ド

図21H8号 住 居 趾 カマ ド(1:40) 写真18H8住 カマ ド
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写真19土 砿墓

図22 SK1(土 拡 墓)(1:40)

図23SK1(土 砿墓)出 土土器(14) 写真20土 砿墓
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図24 SK5(1:20)

写真21SK5
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図25掘 立柱建物趾(1:80)

写真222号 掘立柱建物趾
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写真23黒 色土中における溝趾確認状況1

写真24黒 色土中における溝趾確認状況2
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写真25溝 趾

(曲が りくね りなが ら続 くこの溝は、お そら く排水的機能が考 えられ る。)
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検 出された遺構 につ いて

調査区におけ る微地形 は、E-9区 付近 を頂点 としてあ らゆる方 向に傾 斜 して いた。 その低 くなった部

分 にお いては黒色土が厚 く堆積 していたが、少な くとも平安時代 にお いてはほぼ平坦 な地形 を呈 していた

と考 えてよ く、黒色土の厚 い ところで も遺物は比較 的上面か らの出土 であって、やや下面 ない しは同一 レ

ベ ルよ り縄文土器の出土がある。 したが って 、こうした地 形はか な り以前 に形成 された もので 、1次 調査

で指摘 され たよ うに、 もちろん黒色土 中に住居が構 築 され るこ ともあった。 これは、当該時期 にす でにほ

とん ど埋没 して いたために、居住す るに不適 では なか った ことを示 している。地 山の黄褐色土 まで例 えば

H7号 住居 で1m以 上あ ることを考 えれば 、わざわざ黄褐 色土 を用意 して貼床せ ざるをえなか ったこ とは

至極当然のこ とといえる。1次 調査 で指摘 されたように豪雪地 ゆえに融雪の水捌 を良 くす るため わ ざと黒

色土中に床 を設 けたの では ない。 また、急斜面 では あ りえて も、指摘 され るよ うに住居 内焼土 も雪解 け水

で流れて無 くなるこ ともあ りえない。かか る事例は豪雪地 に対す る一一種 の過大評価 である。 こ うした黒色

土 中に住 居床面 を作 る事例は、岡峰の如 く特別 な地形 ・地 質状態 の場合 などに限 られ、その場合 で もさ ら

に貼床 され るかそれに準 じた方策が取 られている。市 内一般事象 として居住施設 を構築す る場所 は、大抵

黒色土の薄い微 高地上 に黄色褐 色土層 を掘 り込 んで営 まれてい る。

さて、検 出された遺構 は全 て平安 時代 に属す る ものであった。今 回の調査 区においては弥生時代 の遺構

は全 く検出 されなか った。1次 ・2次 調査 の地 区が弥生時代 が中心 であったこ とを考 える と、今 回の調査

区までは弥生時代 の居住範 囲が及んでいない ことが 明 らか となった。平安時代の遺構 は、1次 で3軒 の住

居趾が切 りあって出土 しているのみであ る。今 回の調査で も遺構 の密度 は低 く、平安時代 の集落 と呼ぶ に

はやや希薄 な感 じを受 ける。住居趾 について も、貧弱 な感 じを受 ける。1号 住居趾 につ いては唯一全体 を

明 らか に し得 たが、土器破 片な ども多 く出土 した割合 に遺構が しっか りしていないのが気 にかか る。特別

な竪 穴住 居 であった可能性 もある。 それは、溝趾や土砿墓の存在 と併せ今後 の研究課題 としたい。

写真26遺 構 測 量
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3出 土遺物

縄文時代の遺 物(図24)

縄文時代 の土器 ・石器 は、遺構 に伴 って出土 した ものはな く、黒色土の厚 い旧谷状地 よ り主に 出土 して

い る。ま とまって出土 した状態 ではないが、特 にD-12・13区 付近 よ り多 く出土 した。総点数は約100点

で、有文土器 は多 くはない。以下 に特徴的な土器 につ いて説 明を加 える。

1は 前期 に属す る土器 で、竹管状工具 で渦巻文 が施 される。2は 縄文地文 に竹管 の平行線文がB字 状 と

なるもので、胎土 に金雲母 を含 む。中期前半の土器であろ う。4～16は 、後期後半 ～晩期初頭に位置づ け

られ ると思 われる土器であ る。5・6は 頸部か ら立ち上が る壷形土器の破 片 と思 われる。縄文地文に磨消

手法、 また、棒状工具 に よ り三 叉状 ・入組状文 が施 される。晩期初頭に位置づ け られ る と考 えられ る。8

・9は 綾杉状 の沈線が施 され る。後期後半 に位 置づ け られよ うか。11は 無文 の粗製土器。13～16は 縄文 が

施 され る。14の み 中期 か もしれない。17・18は いわゆ る網代 の底部であ る。17は2本 越 え1本 潜 り1本 送

り、18は1本 越え1本 潜 り1本 送 りで ある。

15～22は 縄文 時代所産 と考 えられ る石器 である。19は 砂岩製 の打製石斧 で基部側 を欠 く。20は 石匙 。前

期 に特徴 的な三角形の形態で、石 材は軟質 の頁岩が用い られている。22・23は 安 山岩製の剥片である。

21は 左側縁に使 用痕が認め られ、利器 として使用 された もの と考 え られ る。

平安時代 の焼物(図25)

出土 した土器の種類 には、窯で還 元焔焼成 した灰色 を呈す る須恵器、素焼 きで酸化焔 焼成の土 師器(こ

の うち炭素 を吸着 させ て黒色に仕 上げている もの を、黒色土器 と呼ぶ)、 灰粕 のかか ったいわゆる灰粕 陶

器が ある。

また、用途別では食器 としての杯 ・椀 ・蓋 、煮沸用具 の甕 ・鍋 ・甑 、貯蔵用 の長頸壺 があ る。平安時代

に使用 され た種類 か らみれば少 ない。各遺構別 に説明 を加 えるこ ととす る。

H1号 住居趾出土遺物(図27)

土師器杯形土器が4点 出土 してい る(1～4)。1～3は 黒色土器で、4は 処理 されていない。 いずれ も

ログロ調整 されてお り、底面切 り離 しは回転糸切 りで、その うち2は 、回転ヘ ラ削 り調 整、他 は手持 ちヘ

ラ削 り調整が成 されている。5は 小型の甕形土器で、表 面は『ロクロナデ調整が施 され る。器高 は、15cmを

計 る。6～8は 甕形土器 で、いずれ も胴上半部か ら口縁部 にかけての土器 のみ図示 した。口縁が緩 く外反

す る器形 を呈 し、器表 面にはロクロナデが施 され る。11は 甑 で、ほぼ直立す る胴上部 に2か 所 の把手がつ

く。焼成 は悪 い。11は 須恵器長頸瓶であ る。頸か ら上部 を欠 き、胴上部か ら底部にかけて全周 を遺存 して

い る。底部 は高台がつけ られ 、回転糸切 り痕 をわずかに とどめ る。胴部下半 は回転ヘ ラ削 りが なされ る。

H2号 住居趾 出土遺物(図27)

出土遺物 は少 ない。12～14は 須 恵器の甕形土器破片、格子 目の叩調 整が施 され る。15は 土師器 の小 型形

土器で胴 中央部 を欠 く。ロ クロ調整が施 され、底部お よび周辺 には さらにヘ ラ削 り調整が行 なわれ る。焼

成は悪 く、胎土 には砂粒 を混 入す る。

H3号 住居趾 出土遺物(図28)

甕 形土器破 片が 多 く出土 したが 、図化 で きる資料は少ない。16・17は 、黒色土器の杯形土器であ る。16
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写真27石 匙出土状況

写真28 H1住 内杯 出土状況

写真29 C 2区 杯出土状況
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図26岡 峰遺跡 出土平安 時代 の焼物種類(14)
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図27縄 文時代の遺物(13)
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図28平 安 時代 の土 器1(13)
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図29平 安 時代 の 土器2(13)
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図30平 安 時 代 の 土 器3(13)
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の底部 にはヘ ラ削 りが施 され る。17は 底部 を欠 くが、胴 中央部がやや 膨 らみ口縁部が外傾 してい る。18は

鍋形土器 で、器種 としては珍 しい。頸部 が くびれ外傾 する 形態で、内外面 ともロ クロ調整、さ らに内面 に

はヘ ラ撫 でが行 なわれ る。外面胴部下半 はヘ ラ削 り調整。19は 、 『ロクロ調 整の甕形土器で、最 大径 を胴部

中央にお く。

H4号 住居趾 出土遺 跡(図28)

土師器 形土器 ・黒色土器杯 形土器 が出土 している。20・22は ロクロ調 整の小型 形土器で、胴部下半

にはヘ ラ削 り調整が施 され る。23は 、内面が黒色処理 されてい る。

H5号 住居趾 出土遺 物(図28)

黒色土器杯 形土器 ・土師器甕形土器が出土 している。24は やや 内湾す る器形 を呈 し、 口径14.6cm、 器 高

5cm、 底径5.2cmを はか る完形 品で ある。26・27は やや外反す る形態 を示す。28は 器高3.4cmと 低 い。以

上 の黒色土器で底部 の確認 で きた24・27は ヘ ラ削 り調整 され、28は 回転 糸切 り痕 を とどめている。29は 甕

形土器 で、 口縁部 がやや 内屈す る形態 を とる。 『越後型』 と呼称 され るもので、頸部以下 はヘ ラ削 り調 整

が施 され る。

H6号 住 居趾 出土 遺 物(図29;)

図 化 で き る もの は 黒色 土 器1点 の み で あ る。 口径13.7cm、 器 高4.9cm、 底 径6.4cmを 計 る。底 部 はヘ ラ

削 りが 施 され る。

H7号 住居趾出土遺物(図29)

すべ て杯形土器で、他 の種類 は出土 しなか った。31～34は 貼 り床 直上 よりの出土で、35は カマ ド内出土

品である。33の 底部には糸切 り痕 をとどめ る。35は 軟質 の須 恵器であ る。

土拡墓 出土遺 物(図29)

3点 並べ られ て出土 した もので、37の1点 は黒色土器 である。いずれ もロクロ調 整された、底部 に回転

糸切 り痕 をとどめ る杯 形土器 で、焼成 はあまい。

包含層 出土遺物(図29)

遺構 外の出土遺物 を一括 して報告す る。種類に黒色土器杯(39～43)・ 椀(44)、 土師器鉢(45)・ 甕

(46)、 灰 紬陶器椀(47)、 須 恵器蓋(48)が あ る。杯 は、ロク『ロ調整 の黒色土器 で、41・43は ミガキが

顕著 であ る。44は 高台のついた椀 で、やや外反す る器形 を呈す。高台部 は貼 りつけで、底部には糸切 り痕

をとどめ る。45は 内湾す る鉢 で、底部 は疑似高台 を呈す る。47は 漬 け掛 けの灰粕 が施 され る椀 。48は 約4

分 の1が 残存す る もので、天井部 には回転ヘ ラ削 り調整が施 されている。

土器の特徴

平安 時代 の遺物は 、種 類 ・量 とも決 して 多いとはいえないが、特徴 的な土器があ り、編年的にひ とつの

指標 とな るものが 多い。各住居趾 と土拡墓 出土品につ いて、整理 しなが ら若干の考察 を行 なう。

H1号 住居趾 の杯形土器はすべ て底部お よびその周辺 にヘ ラ削 り調 整が施 され、回転糸切 り痕 をとどめ

るものはない。小型甕 も底部 とその周辺 にヘ ラ削 りが施 されてい る。これ に須恵器長頸壺が伴 っている。
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この様相 は、例 えば杯形土器 に関 してみれば 回転 糸切 り痕 をとどめ る例 よ りも古い とされ、小型甕 も同様

である。H2号 住居趾 は指標 となる遺物は ないが、小型甕形土器 は1号 住居玩 に似 る。H3号 住居趾 は、

鍋 形土器 を伴 うが、胴下半 にはヘ ラ削 り調整が施 され、1・2住 居趾 と同様相 を見せ る。 これ に対 して4

・5・7号 住居趾 ・土拡墓 出土杯形土器は 回転 糸切 り痕 をとどめ た例のみ とな り、前者 よ り新 しい様相 を

見せ る。以上か ら1・2・3号 住居趾→4・5・7・ 土 拡墓 と編年 され 、県内におけるロクロ土師器 ・黒

色土器 な どの編年観か ら、絶対年代 は前者 を9世 紀前半 、後者 を9世 紀後半～10世 紀前半 に位 置づけ てお

きたい。
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IV結 隻五
口口

関 田山脈 と長峰丘 陵に画 された外様平 は、広井川、 日光川をは じめ とす る小河川に よって形成 され た肥

沃な沖積地である。この沖積地 を臨んで関田山脈 山麓、長峰丘 陵に多 くの遺跡が存在 し、古 くか ら識者 の

注 目の的であ った。外様平 の水 田は、昭和40年 代大規模 に圃場整備が行われた。 当時、飯 山地方 では埋蔵

文化財 の保護 ・保存に対す る認識は浅 く、数 多 くの貴重な文化財がブル トーザーの餌食 となって私達 の視

界か ら永遠 に消 し去 られ ていった。それは、あたか も自然が完膚なきまで打 ちのめされた無残な赤膚 を露

呈 してい るのに似た ものであった。

圃場整備後、水 田のいたる所 に土器が細片化 し、土壌 中にみ じめな姿 をさ らしている状況 をみ て胸が痛

んだ もので あった。遺跡の所在す る丘陵方面の水田において も同様 であった。丘陵前面 の水 田を踏査 した

折 、水 田の破壊 のす さま じさのみ に目を奪われ、周辺 の丘陵まで調査す る余裕 はなか った。結果論 ではあ

るが、 この時、丘陵上を調査 していれば遺跡の存在を確認できたか も知れない。従 って、北条幸作氏が、

その存在 を予測 されたのみで、踏査 されていないままに歳月が過ぎていった のであ る。遺跡 の所在が確認

されるにいたった のは 「岡峰遺跡 の調査 と歴史」の項 で触れている ように青少年ホーム建設工事 によって

であ った。

今回の調査結果 について概略 してみ よ う。前2回 の調査では、縄文前期、弥生 中期、土師器等 の遺物、

遺構が検出 され ているか 、弥生中期が主体であ った。今回の調査では、弥生時代の遺構 ・遺物 は全 く発見

されなか った。恐 らく弥生時代の人々に とって、本調査 区が住居を営むには適 していなかった のであろ う。

縄文時代の遺物 についてみ ると縄文前 ・中期 の土器は僅 かである。ただ石匙 はこの どち らか の時期 に所属

す るものであろ う。縄文後、晩期 の土器が10数 点出土 してい る。 とりわけ晩期土器は、晩期前半佐野1式

土器 に該当する もの と思われ興味深い。飯 山地方の晩期の遺跡 としては、魚形線刻画土器が 出土 した秋津

山の神、外様顔 戸第5、 同南木 ノ下 の各遺跡が知 られているのみである。果 して晩期の遺跡が本遺跡 の近

辺 に所在す るのか どうか今後追求 してゆ く必要があ ろう。

出土 した土師器 は、いずれ も平安時代 に属す るものであって、2時 期 に区分 される ことは出土遺物 の項

すで に触れた通 りである。最近の開発 に伴 う緊急調査で出土す る土師器 は、そ のほとん どが平安時代 に属

す るものであ り、該地方 が平安時代に急速 に開拓 されていった ことを如実に裏付 けている。外様平 を中心

に平安時代末か ら中世 にかけて所在 した"常 岩 の牧"形 成 と深いかかわ りとをもっている もの と推定 して

よいであろ う。いずれに して も本遺跡 出土土 師器が、当地方平安時代土師器編年 に重要な資料 とな るであ

ろ う。

次に遺:構についてであるが、住居拙 は合計8軒 検出 されたが、1号 住居祉 を除 くほかは明確で ない。

望月 は 「遺構 の密度が低 く、集落 と呼ぶには希薄な感 じを受 ける。」とし、更 に住居 肚について も 「遺構が

しっか りしてい ないのが気にかか る。」としている。そ して、特別な住居があった可能性 を示唆 してい る。

確 かに今 回の調査が検出 した住居fは 、一般 的に出土する住居地 とは、やや趣 を異に している観 も否定で

きない。そ して、平安時代の土 拡墓に しば しば埋納 される土師器 圷が多 く検 出されているこ とを考 え合せ

ると一般 的な住居祉 よりも祭祀的な ものに伴 う遺構か も知れ ない と考 えられ るのである。
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土砿墓 は2基 検出 された。一基には、北側部分 に土師器圷3点 が並置 され 、土 砿墓南側に は配石 と思わ

れる ものが存在 し、若干の焼土が認 め られ た。案外 に死者埋葬儀i礼に関係す る遺構 である可能性が高い。

調査区の北西側、東側に検出 され た溝状遺構 は、住居鮭や土砿墓 と無縁 でない と推 定 され るが、どのよ う

な性格 の ものであるか残念なが ら明確 に し得 なか った。今後の研究課題 といえるであろ う。

末尾なが ら本調査 について、 ご指導 をたまわ った県文化課、ご協力や ら励 ま しをいただいた地元の諸機

関及び関連 の皆 さまに厚 く御礼 申上げる。
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